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皆様、こんにちは。新しい年を迎えましたが、静岡県医師会の「勤務医委員会」

では、今後、季刊NEWSを定期的に発刊して、病院勤務医の先生方のお役に立て

る情報を提供・発信していきたいと考えています。今回は初刊ということで、今

後予定しているコンテンツ構成を踏まえた序論にしたいと思います。

.

「医師会」と聞くと、開業医の団体というイメージがいまだ払拭できませんが、

医師会員の約半数は勤務医が占めています。ただし、勤務医の中でも、病院の管

理職層の入会率が高く、比較的若い勤務医の入会率は低い状況にあります。日本

医師会では、現在、臨床研修医の年会費無料化などを通じて関心を持ってもらう

ように努めていますが、静岡県医師会では、勤務医がそもそも、どんな領域に関

心があるのか、どんな情報が得られれば自らアクセスしてくるのか、現場の二ー

ズにあった情報発信をしていきたいと考えています。

静岡県医師会の「勤務医委員会」は、2016年に設置された比較的新しい委

会です。現在、県医師会副会長を

委員長とし、担当(勤務医)理事

組人Job3名のほか、県内の基幹病院の病院
としてのに長先生(12人)と東中西部の郡市
成熟コミツト医師会長3名で構成されています。
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②「組織人としての成熟」は、病院勤務医として一定の知識とスキルを習得し

たのち、病院という組織の中で、リーダーシップを発揮して多職種協働をり

ードしていくプロセスを指しています。医療法の改正によって、来年度から、

特定機能病院の管理者には、医療安全管理の経験とガバナンス研修等の受講

が義務付けられます。この流れは一般の基幹病院にも波及するものと考えら

れ、本 NEWSの中でも、関連情報等の提供を随時行っていくつもりです。

③「き方支援」については今さら言うまでもありませんが、県医師会で

は、医師の業務を先ずは「労働」と「自己研鎖」に分けるべきと考えてい

ます。また、併せて、人口あたりの医師数が少ない静岡県では、医師業務

のタスクシフト・タスクシェアを進めていく必要があると考え、看護師に

よる特定行為研修の支援や、医師事務作業補助を行う事務職員の養成・育

成に努めています。実際、静岡県は、県医師会が「静岡医療秘書学院」を

運営している数少ない都道府県であるとともに、既に医療機関で働いてい

る医師事務作業補助者らの生涯教育の場として「静岡県の医療クラークを

てる会」を2015年から開催していることで全国的にも知られています。

(http://W脚. shizuoka. med. or. jp/doctor/d021)

さらに、女性医師支援事業にも積極的に取り組んでおり、現在、県医師会

「wLB州ork-ufe Balance)推進委員会」と「浜松医科大学女性医師支援セン

ター」、静岡県「ふじのくに女性医師支援センター」とで協働し定期的なイ

ベントを開催しています。間近 キャリア支授シンポシウム
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①「Jobにコミット」とは、医師として当初自己研鐙するにあたり、充実した

臨床研修環境や、専門医になるための症例数ならびに良き指導医を求めるで

あろうことをイメージしています。静岡県医師会として、そこをどのように

支援できるか、「勤務医委員会」にとって今一番重要な課題だと考えていま

す。静岡県では、県内唯一の医学部がある浜松医科大学から、毎年約120人

の卒業生を輩出しており、臨床研修医としては、年間 250人近い医師を確

保してきました。しかし、2018年度の新専門医制度でのマッチング状況は芳

しくありません。若い医師が自身のキャリアパスを考える際、奨学金という

現実的な要因より、むしろ恵まれた教育環境を重視して、東京、愛知、大阪、

京都、福岡に集中した結果とも言われています。しかし、岡県内にも良き

指導医は数多く存在します。要は、そういった情報が臨床研修医の皆さんに

十分伝わっていないことが問題だと、静岡県医師会は考えています。

そこで、いくつかの取り組みを現在進めているところですが、今回は情報

提供を2つしたいと思います。ーつは、静岡県の医療機関で育った臨床研修

医が指導医となり、後輩の研修医を教えるという「屋根瓦方式」の教育環境

の構築を目指し、「屋根瓦塾 inshizuoka」を昨年度から始めています。今年

度は、2018年2月25日にホテルセンチュリーで開催します。下図に示すよ

うに、4 ブースにて、シミュレータを用いた CV 挿入研修や新しいデバイス

を用いた気道確保、sedationの適正使用に向けた口ールプレイ、救急現場で

必要なノンテクニカルスキノレの実践というプログラムを準備しています。関

心のある先生方は、県医師会事務局までお問い合わせいただければ幸いです。
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は無いものと考えます。女性医師の場合、パートナーの3/4は男性医師とさ

れてぃます。当初、男性医師のキャリアデザインが優先され、国内外への出

向や留学にっいていく女性医師の就職先等は考慮されないことが多いと聞

きます。少なくとも、静岡県に夫婦で戻って来る際には、以下のサイトを参

考に、医師の少ない静岡県で、女性医師としてのキャリアパスを継続してい

ただきたいと考えています。

*「ふじのくに女性医師支援センター」の「内医療機関職支援報」

と「院内児施設情報」のウェブサイト

( http://W棚2. hama→ned. ac. jp/wlb/woman/fujinokuni/fujinokuni. htmD

④静岡県医師会は、静岡県行政のほか、医療介護福祉関連の各種団体とも強い

パイプを持ってぃます。静岡県の「医療施策の実行」にあたり、最も重要な

会として「医療審議会」が存在しますが、その委員長は静岡県医師会長が担

つてぃます。国策としての各種医療施策等に積極的に関与できる立場でもあ

りますので、是非とも、県医師会を有効活用していただきたく思います。特

に、次年度は、診療報酬改定のほか、介護報酬改定、地域医療計画の改定な

ど、様々な施策がりセットされる「惑星直列」の年度とされています。病院

勤務医の先生方は、日常診療が忙しく、この種の情報に疎くなりがちかと思

われますので、次回の本NEWSの中で情報提供ができればと考えています。

⑤静岡県医師会の最も重要な使命は、県内の医療提供体制の確保(地域医療の

維持)です。人口当たりの医師数が少なく、医師の地域偏在が著しい静岡県

において、地域医療構想の実現や地域包括ケアシステムの構築を上手く図り

ながら、地域住民の方々に適正な医療環境を提供することが最大の関心事で

す。そのためにも、病院勤務医の先生方とは特に良好な関係を構築すること

が重要だと考えます。県医師会には中央からの情報が最も早く入りますので

「情報を知恵に」変えて、情報提供できることが医師会の最大の強みです

これまで、医師会の広報はやや遅れていた q肖極的だった)ように思います。

今後、積極的な情報発信を行っていくつもりですので、勤務医の先生方も、お気

軽にわれわれのもとへアクセスしていただければ幸いです。なお、静岡県医師会

の魅力は一度に語りっくせませんので、次回以降のN則Sで順次ご案内させてい

ただきますが、各種お問い合わせがありましたら、以下までご連絡ください。

(文責清争岡県医師会理事・勤務医委員会委員小林利彦)
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*お問い合わせ先:静岡県医師会地域医療部事務局

電話:054-246-6151 (1月29日より 054-204-3310 となります)

Email : drsupport@jim. shizuoka. med. or. jp

尋
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